
「仙台曲りネギ」 「仙台曲りネギ」を使用した給食の一例

実　　施　　時　　期 11月中旬から1月末まで

取　　組　　内　　容

【目的】
・学校給食の食材として市内産農産物を提供することで、児童生徒に市内で
どんな農産物が採れるのか、学ぶ機会をつくります。
・食育・地産地消に対する理解を深めることで、家庭でも市内産農産物を使った
料理を食べる機会を増やしてもらいます。
・学校給食における市内産農産物の利用率向上を図ります。

【事業概要】
・市内の小中学校の児童生徒約8万人分の給食用食材として「仙台曲がりねぎ」、
　「仙台白菜」、「ちぢみ雪菜」など、特徴ある５種類の市内産農産物を提供しま
　した。
・各学校、給食センターごとに一つを選んで献立を決めてもらい、年１回、市立学
　校全１９０校で提供しました。
・使用日当日は仙台産野菜の情報提供をし，児童生徒や保護者に対し仙台市産
　野菜の啓発を行いました。
　
・関連事業として「まるっと仙台産農産物の日」を実施しました。1日の給食に使用
　する農産物を，全て（ほぼ）仙台産とすることにより児童生徒に仙台産野菜を身
  近に感じてもらうとともに家庭への情報提供を通じて地場農産物の認知度向上
  と消費拡大を図りました。（単独調理校25校・学校給食センター1場）

※経済局，教育局，仙台農業協同組合による連携事業

取 組 の 名 称 学校給食連携事業「ここで給食」　「まるっと仙台産農産物の日」

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

仙台市

取 組 市 町 村 名



実　　施　　時　　期 5月・11月

取　　組　　内　　容
【事業のねらい】
　乳幼児期は豊かな心や生きる力の基礎を育む時期であり，家庭は食育を実践する基
本の場となります。
　地域の児童館と連携し，保護者が食育の大切さに気づき，幼児期の健康的な食生活
の基本について理解できるよう支援しました。

【対象】
幼児とその保護者

【実施場所・日時】
①　平成29年5月24日　  鶴ヶ谷東マイスクール児童館
②　平成29年11月22日　　宮城野児童館

【実施内容】
・おやつ作り
・講話「食事バランス」「おやつの取り方について」
・おやつレシピ紹介

【参加人数】
①　7組
②　12組

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名 仙台市

取 組 市 町 村 名

取 組 の 名 称 母と子の食育教室（宮城野区）



【背 景】
昨年度までの大学との連携事業や大学による調査等により,大学生はバランスの良い

食事を実践したいという思いはあるものの,金銭的・時間的な問題により実践には至って
いないという課題が明らかとなりました。

【ね ら い】
①若い世代が自身の食生活の見直しをする機会を作る
②手軽にバランスのとれた食事ができるように,調理や食材選びの工夫など,より実践的

 な知識を提供する
③大学生自らが食育啓発に取り組み,実践力を高める機会の提供

【日 時】
平成29年10月21日（土）10：00～14：30
　　　　　　　　 22日（日）10：00～15：00

【場 所】
　東北生活文化大学

【対 象】
大学生や大学祭来場者

【内 容】
○大学祭でのブース設営による啓発
①食生活に関するクイズ及びクイズに関する資料配布
②食生活に関するパネル展示等
　 （朝食摂取,野菜摂取,減塩・塩エコ,食事バランス,350gの野菜実物展示）
　 簡単朝ごはんリーフレットの配布
　 お役立ち食材の展示
③学生が考案した簡単レシピの展示・配布
　 学生による塩エコ野菜レシピの実演・試食提供

【参加人数】
　 135 名

実　　施　　時　　期 　10月

取　　組　　内　　容

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

　仙台市

取 組 市 町 村 名

取 組 の 名 称 若い世代を対象とした食育事業（泉区）


	農政・教育
	宮城野区
	泉区

